
第１４回合宿～またまた童仙房

　春の二島杯の打ち上げ、社会人Aチームから、「社会人リーグに備えて鍛え上げる合宿でチームと

しての強化を」なんてお代官様とはほど遠い熱血な意見が出てきまして、それなら気合を入れて合

宿企画。基礎トレ、フットワーク、ランニング、連携プレーにうさぎ跳び、手押し車、電気椅子、組体

操、水など飲んじゃダメダメよ。なんてことするならば、数をごまかしたり、上手に回避する方法も考

えなきゃいけないし・・・などと思い悩んでいましたが、リーグ戦の初日がいつもの海の日の連休と重

なってしまい、残念ながら強化というテーマから遠ざかることになりました。

　９月の連休も会場の確保ができず、10月の体育の日の連休に持ち越してしまいました。秋の二島

杯も終え、熱血合宿へのモチベーションも下がって、得意の愉快な合宿に方向転換。参加者もいつ

ものメンバーで、事前の宴会で希望を聞いて、童仙房で山籠もり。楽しく羽根を打って、笠置わかさ

ぎ温泉で汗を流して、南山城の山の幸を美味しくいただき、大宴会、ついでに大会で賞品出して

MVP決めて大団円。

　　

　　

　参加人数も、フル参加９名・日帰り４名・宿泊のみ１名という自由な面々。当日とか前日に土壇場

参加で、大会企画も二転三転、会費もいろいろ、人生いろいろ。宿泊だけで帰ったあの人は、浴び

るようにお酒を飲んで、オフレコ話を連発、お口の堅い人ばっかりが聞いていたので、確実にココだ

けの話で終わっているはず。



　　

　　

　　

　初参加は、高校生のイッホ君。年齢層の高い面々の中で、２日間とも一番元気な大人を捕まえて

基礎打ちとシングル練習。しかも、周りが騒いでいても、マイペースでテスト勉強です。これは、「周

囲がだらしないから、本人がしっかりする」というお代官様の教育方針に従っての行動だと思います

が、敵ながら（？）アッパレですね。



　　

　　

　初日の大会は、団体戦。ルールがグダグダで、両チーム優勝。

　楽日のダブルス大会は、予想外の展開で「まろさん・お代官様」チームが優勝。無事、152円のチョ

コをゲットしました。

　MVPは、オープンカーで参加、しっかり食べて、練習して人一倍楽しんだモルガンさんに捧げまし

た。本当は、オフレコ話の連発のあの人に捧げたかったのですが、暴露するわけにはいきませんの

で、ご遠慮いただきました。

　あと、特筆すべきは、初日の笠置わかさぎ温泉。童仙房山荘の欠点は、お風呂が小さいことです

から、山を下りて天然温泉の入浴施設で汗を流しました。露天風呂に打たせ湯、ジャグジー、サウ

ナと充実してほっこりできるエエトコです。

　童仙房山荘のお食事も山の幸で充実してたし、体育館もグレードアップ。季節も良いし満足満

足・・熱血指導ができなかったことだけが心のこりかな。



　来年も行きますか？
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第１５回合宿～安定の童仙房


